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松 尾 展 成
第１節 ザイデルによる領主制地代償却協定の翻刻（本誌３７巻３号）
第２節 全国委員会文書第１６５９号
  賦役義務者全員の氏名とその不動産
 義務者各人の賦役とその償却地代額
 特別委員会による字句の修正
 全国委員会による承認
 償却地代額の合計
第２節 全国委員会文書第１６５９号
  賦役義務者全員の氏名とその不動産
ザクセン王国において領主制地代償却事項を統括した官庁は，１８３２年償却・共同地分割法によって
創設されたザクセン王国償却・共同地分割全国委員会（以下では全国委員会と略記する）である．全
国委員会が承認した償却・共同地分割協定は，ようやくドイツ民主共和国時代になって，国立ドレー
スデン文書館（現ザクセン州立中央文書館）で整理された（１）．ザイデルがその著書で翻刻し，本稿第
１節で紹介した３協定は，全国償却委員会文書に含まれているか．ザイデルの地代償却協定第１は全
国委員会文書第１６５９号，「ケムニッツ近郊の騎士領リンバッハとリンバッハ，ケーテンスドルフおよ
びケンドラーの住民との間の，１８３９年６月２１日－１８４０年３月２８日の賦役償却協定」である，と判明す
る．そして，ザイデルの協定第２は全国委員会文書第１６６０号であり，協定第３は同第８１７３号である．
そこで，全国委員会文書第１６５９号を検討してみると，ザイデルの翻刻した地代償却協定第１は，第
１６５９号文書の全部ではないことが分かる．ザイデルの翻刻から欠落した部分の解読を試みよう．本稿
で紹介する地代償却協定文書の判読は，手書き文字に不慣れな私にとって極めて困難であった．文書
解読に当たってさまざまに教示された，１９７３年当時の国立ドレースデン文書館の諸氏，および，近年
のザクセン州立中央文書館の諸氏に深謝する．もちろん，本稿に含まれるであろう，数多くの誤読に
ついて，一切の責任は私にある．
本協定（ページ付けはなされていない）の序文は，一連番号付きで賦役義務者全員の姓名と，各人
の所有する不動産の種類を列挙している．第４条に記載された同一事項を参考にしつつ，氏名と不動
産の種類を示したものが，第１表である．（ ）は不動産の種類（家屋あるいは園地）を示す．各不
動産の火災［保険］台帳番号は省略した．義務者の姓の格は３格から１格に，女性形の姓は男性形
《資 料》
騎士領リンバッハ（西ザクセン）における領主制地代の償却（２）
岡山大学経済学会雑誌３８（１），２００６，３３～５１
－３３－
に，可能なかぎり変更した．氏名の前のMstr．は親方，verehel．は妻，verw．は未亡人と訳した．
［ ］は私の補足である．
第１表 賦役義務者全員の氏名とその不動産
（ ）リンバッハ
（ａ）村［有地］小屋住農
１．Carl Tippmann（家屋）
２．Johann Gottfried Grosser（家屋）
３．Johann Gottfried Reichenbach（家屋）
４．Gottlob Moritz Bachmann（家屋）
５．Karl Friedrich Adam Steinbach（家屋）
６．Friedrich Albert Heinze（家屋）
７．Johann George Lindner（家屋）
８．Karl Wilhelm Bachmann（家屋）
９．Johann Daniel Wünschmann（家屋）
１０．Johann Gottfried Kresse（家屋）
１１．Johann Gottlieb Gränz（家屋）
１２．Christian Friedrich Benjamin Seyferth（家屋）
１３．姉妹，Henriette Gränzと Rosalie Gränz（家屋）
１４．Karl Gottlob Pester（家屋）
１５．Gottlieb Heinrich Naumann（家屋）
１６．Friedrich Gotthelf Müller（家屋）
１７．Anton Hübner（家屋）
１８．Johann Gotthilf Sonne（家屋）
１９．Christian Gottlieb Dost（家屋）
（ｂ）その他の小屋住農
２０．Christian Gottlieb Haupt（家屋）
２１．Johann Gottlieb Wiedemann（家屋）
２２．妻Marie Rosine Helbig（家屋）
２３．Traugott Reinhold Esche（家屋）
２４．Johann David Kretzschmar（家屋）
２５．Karl Gottlieb Oelsch（家屋）
２６．Johann Gottlieb Lehmann（家屋）
２７．Christian Friedrich Semmler（家屋）
２８．Johann Benjamin Geilhof（家屋）
２９．Gottlob Friedrich Horn（家屋）
３０．Christian Friedrich Bachmann（家屋）
３１．Johann David Heinrich Lindner（家屋）
３２．Johann Gottfried Winkler（家屋）
３３．Heinrich August Uebeln（家屋）
３４．Johann George Winkler（家屋）
３５．Joseph Hoyer（家屋）
３６．Samuel Moritz Esche（家屋）
３７．Michael Börnge（家屋）
３８．妻 Johanne Eleonore Görner（家屋）
３９．August Friedrich Starke（家屋）
４０．Daniel Friedrich Müller（家屋）
４１．Johann Gotthard Franke（家屋）
４２．Johann Gottfried Bernhardt（家屋）
４３．Johann George Kühnrich二世（家屋）
４４．Johann Christian Steinert（家屋）
４５．Karl Gottlob Külbel（家屋）
４６．Karl Friedrich Grosser（家屋）
４７．Julius Alexander Walther（家屋）
４８．妻 Christiane Sophie Schüßler（家屋）
４９．Karl Friedrich Lehmann（家屋）
５０．Gottlieb Heinrich Naumann（家屋）
５１．Christian Friedrich Schönfeld（家屋）
５２．Johann Gottlob Sohre（家屋）
５３．Friedrich August Posern（家屋）
５４．Karl Ferdinand Künzel（家屋）
５５．Johann David Lindner（家屋）
５６．Karl Gottlob Pulster（家屋）
５７．妻 Caroline Friederike Lehmann（家屋）
松 尾 展 成３４
－３４－
５８．Joseph Napoleon Sebastian（家屋）
５９．Christian Gottlieb Schraps（家屋）
６０．Gottlieb Heinrich Naumann（家屋）
６１．Karl August Limbach（家屋）
６２．物品税検査官未亡人 Christiane Amalie
Seyferth（家屋）
６３．Carl Friedrich Böhme（家屋）
６４．親方 Johann Friedrich Gimpel（製粉水車）
（ｃ）イェーガーガルテンの小屋住農
６５．博士 Julius Putzer（家屋）
６６．Johann Ehrenfried Zwingenberger（家屋）
６７．Christian Friedrich Steinbach（家屋）
６８．妻 Johanne Christiane Berthel（家屋）
６９．Christian Traugott Rudolph（家屋）
（ｄ）ヘレーネンベルクの小屋住農
７０．Karl Wilhelm Neubert（家屋）
７１．Johann Christian Friebel（家屋）
７２．Johann Christoph Trebis（家屋）
７３．未亡人 Eleonore Ernestine Lindner（家屋）
７４．Wilhelm Friedrich Erhardt（家屋）
７５．Gottlob Friedrich Erhardt（家屋）
７６．Gottlob Friedrich Lohse（家屋）
７７．Johann Samuel Landgraf（家屋）
７８．未亡人 Johanne Christiane Scheibe（家屋）
７９．Salomo Friedrich Löbel（家屋）
８０．Karl Wilhelm Reichel（家屋）
８１．Carl Gottlieb Fischer（家屋）
８２．同上（家屋）
８３．David Ferdinand Steinert（家屋）
８４．Friedrich Ferdinand Lehmann（家屋）
８５．Johann Gottlob Brühl（家屋）
８６．Carl August Böhme（家屋）
８７．Friedrich August Seyferth（家屋）
８８．Johann Gottlieb Berthold（家屋）
８９．Friedrich August Steinbach（家屋）
９０．Franz Friedrich Naumann（家屋）
９１．Anton Ferdinand Rüdiger（家屋）
９２．Franz Joseph Steinhäuser（家屋）
９３．Johann Gottlieb Pester（家屋）
９４．妻 Johanne Sophie Lindner（家屋）
９５．Johann David Bernhard（家屋）
９６．Christian Friedrich Steude（家屋）
９７．Johann Carl Richter（家屋）
９８．Christian Friedrich Haferberger（家屋）
９９．Johann Gottlieb Tiebel（家屋）
１００．Karl August Lindner（家屋）
１０１．Karl Gottlieb Vettermann（家屋）
１０２．Karl August Landgraf（家屋）
１０３．未亡人 Christiane Sophie Fischer（家屋）
１０４．Johann Heinrich Pohlers（家屋）
１０５．Reinhold Schüßler（家屋）
１０６．Carl Gottlieb Lehmann（家屋）
１０７．Gotthelf August Schülze（家屋）
１０８．Karl August Neubert（家屋）
１０９．Johann Michael Willhain（家屋）
１１０．Johann David Schneider（家屋）
１１１．Carl Joseph Müller（家屋）
１１２．Johann Hengsbach（家屋）
１１３．Johann Bernhardt Wünschmann（家屋）
１１４．Johann Gottlieb Fischer（家屋）
１１５．Johann David Zwingenberger（家屋）
１１６．未亡人 Johanne Charlotte Winkler（家屋）
１１７．Johann Friedrich August Döhnert（家屋）
１１８．Christian Gottlob Heinrich Härtel（家屋）
１１９．未亡人 Christiane Sophie Kühnert（家屋）
１２０．Christian Benjamin Ulbrich（家屋）
１２１．Christian Adolph Ferdinand Rößler（家屋）
１２２．Friedrich August Wiedemann（家屋）
１２３．Johann Samuel Landgraf（家屋）
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１２４．妻 Auguste Helene Böhm（家屋）
１２５．妻 Johanne Rosine Lindner（家屋）
１２６．Carl Friedrich Fiedler（家屋）
１２７．Christian Traugott Rudolph（家屋）
１２８．August Friedrich Enge（家屋）
１２９．Johann David Hösler（家屋）
１３０．Christian Gottlob Richter（家屋）
１３１．Friedrich August Naumann（家屋）
１３２．Johann Christian Friebel（家屋）
１３３．Carl Gottlob Hofmann（家屋）
１３４．Johann George Schubert（家屋）
１３５．Carl Gottlob Dietel（家屋）
１３６．親方 Gottlob David Türpe（家屋）
１３７．Hanne Christiane Schönfeld（家屋）
（ｅ）ドロテーンベルクの小屋住農
１３８．Dienegott Valerius Dietrich（家屋）
１３９．Christian Heinrich Schaarschmidt（家屋）
１４０．Carl Oscar Rudolph（家屋）
１４１．Johann David Uhlmann（家屋）
１４２．Franz Albert Carl Esche（家屋）
１４３．妻 Johanne Rosine Türpe（家屋）
１４４．Karl Gottlob Müller（家屋）
１４５．Johann August Schubert（家屋）
１４６．Carl Friedrich Reichel（家屋）
１４７．Christian August Fuchs（家屋）
１４８．Johann Christian Döhnert（家屋）
１４９．Johann Gottlieb Böhme（家屋）
１５０．Franz Anton Liebscher（家屋）
１５１．Johann Samuel Berger（家屋）
１５２．Johann Christlieb Naumann（家屋）
１５３．Carl Heinrich Müller（家屋）
１５４．Christian Gottlieb Pester（家屋）
１５５．Johann Gottlob Heinrich Fritzsche（家屋）
（ ）ケーテンスドルフ
（ａ）古い居酒屋［の土地］の小屋住農
１５６．Carl Gotthelf Linke（家屋）
１５７．Christian Friedrich Thiele（家屋）
１５８．Carl Gottlob Lehmann（家屋）
１５９．Johann Gottlob Geithner（家屋）
１６０．Wilhelm Müller（家屋）
１６１．Johann Christoph Lorenz（家屋）
１６２．Carl August Bonitz（家屋）
１６３．Johann Gottfried Dietze（家屋）
１６４．妻 Johanne Sophie Irmscher（家屋）
１６５．Karl Gottlob Bonitz（家屋）
１６６．Johann Gotthelf Schuhmann（家屋）
１６７．Johann Gottfried Lange（家屋）
１６８．Johann Christian Friedrich Immanuel Klöthe
（家屋）
１６９．Carl Gottlob Ludwig（家屋）
１７０．Johann George Türpe（家屋）
１７１．Gottlob Hahn（家屋）
１７２．Carl August Römmler（家屋）
１７３．Johann August Steinert（家屋）
１７４．Johann Gottlob Schmidt（家屋）
１７５．Karl Friedrich Lindner（家屋）
１７６．Carl Gottlob Ahnert（家屋）
１７７．Johann Gottlieb Wünsch（家屋）
１７８．Johann Christoph Glänzel（家屋）
１７９．Johann Samuel Weigel（家屋）
１８０．Carl Benjamin Römmler（家屋）
１８１．Johann August Werner（家屋）
１８２．Johann David Eckert（家屋）
１８３．Johann Gottlieb Fiegert（家屋）
１８４．August Carl Merkel（家屋）
１８５．Johann Gottfried Winkler（家屋）
１８６．Heinrich Wilhelm Hellner（家屋）
１８７．Gottlob Schallenberger（家屋）
１８８．Johann George Glänzel（家屋）
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以上において，協定の序文と第４条で「家屋の所有者」と記された義務者は，小屋住農を意味する
はずである．例えば一連番号の１－１９が協定序文（ ）（ａ）でリンバッハの村［有地］小屋住農と
概括されているからである．また，協定序文と第４条において２０５と２３１－２３６はそれぞれ「園地の所
有者」と記されている．これは園地農を指すであろう．序文冒頭は義務者全体を総括して，「リン
バッハ，ケーテンスドルフとケンドラーの園地農と小屋住農」と記しているけれども，義務者の中
１８９．Johann Gottfried Diener（家屋）
１９０．妻 Johanne Rosine Krasselt（家屋）
１９１．Friedrich Anton Irmscher（家屋）
１９２．Christian Friedrich Irmscher（家屋）
（ｂ）村［有地］小屋住農
１９３．Carl Gottlob Friedrich Päßler（家屋）
１９４．Karl Gottlob Götze（家屋）
１９５．Johann Christian Gottlob Uhlmann（家屋）
１９６．妻 Christiane Sophie Rinner（家屋）
１９７．Johann David Ahnert（家屋）
１９８．Johann August Müller（家屋）
１９９．Johann Benjamin Irmscher（家屋）
２００．Johann Heinrich Stock（家屋）
２０１．Johann Gottlob Wiesner（家屋）
２０２．Karl August Wilhelm Friedrich Kluhn（家屋）
２０３．Johann Benjamin Ludwig（家屋）
２０４．Benjamin Vettermann（家屋）
２０５．Johann Gottlieb Krutzsch（園地）
２０６．Carl Gottfried Dobrenz（家屋）
２０７．Johann Georg Eichler（家屋）
２０８．Benjamin Uhlmann（家屋）
２０９．Johann Samuel Mattheß（家屋）
２１０．Johann Gottfried Schuhmann（家屋）
２１１．Johann George Liebers（家屋）
２１２．Johann Gottfried Ahnert（家屋）
２１３．Johann Gottlob David Unger（家屋）
２１４．Johann Gottlieb Tenner（家屋）
２１５．Karl Gottlieb Büttner（家屋）
２１６．Christian Friedrich Pfau（家屋）
２１７．Johann Gottfried Scheibe（家屋）
２１８．Christian Friedrich Fuchs（家屋）
２１９．Christian Friedrich Brödner（家屋）
２２０．Jeremias Kölzig（家屋）
２２１．Christian Ahnert（家屋）
２２２．Friedrich Wilhelm Schüssler（家屋）
２２３．妻 Juliane Friedrich（家屋）
２２４．未亡人 Johanne Sophie Scheibe（家屋）
２２５．Johann Gottlob Schaale（家屋）
２２６．Christian Friedrich Giehler（家屋）
２２７．Christian Friedrich Büttner（家屋）
２２８．Johann Benjamin Lindner（家屋）
２２９．Johann Gottfried Steudte（家屋）
２３０．Gottfried Türpe（家屋）
（ ）ケンドラー［の賦役義務者］
２３１．Johann Anton Sallmann（園地，および，
以下の園地から派生した，「踊る土地」）
２３２．同上（園地）
２３３．Anton George Sebastian（園地）
２３４．Johann Friedrich Lindner（園地）
２３５．Johann August Ittner（園地）
２３６．Johann Gottfried Freigang（園地）
２３７．Christian Gottlieb Schaarschmidt（家屋）
２３８．同上（家屋）
２３９．Johann Traugott Hösler（家屋）
２４０．Gottlob Friedrich Scherf（家屋）
２４１．未亡人 Christiane Caroline Dorothee
Drescher（家屋）
３７騎士領リンバッハ（西ザクセン）における領主制地代の償却（２）
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で，園地農に該当する人は，２０５と２３１－２３６以外にいないからである．ただし，これらの番号の義務
者に関連して，協定第１条は「［ケーテンスドルフの］村［有地］小屋住農，１９３－２３０」および「ケ
ンドラーの小屋住農，２３１－２４１」と概括していて，園地農を含ませていない．これは誤記であろう．
さらに，２０－６４は協定序文（ ）（ｂ）でリンバッハの「その他の小屋住農」と概括されている．し
かし，その中の６４は製粉水車である．
（注１）松尾展成，『ザクセン農民解放史研究序論』，御茶の水書房 １９９０，pp．２６５，２６８．
  義務者各人の賦役とその償却地代額
全国委員会文書は，ザイデルが翻刻した地代償却協定第１の第４条第１段落と第２段落の間に，義
務者各人の姓名，不動産とその登録番号，賦役の種類と数量，それぞれの償却地代額，さらに，償却
地代各人合計額などを一連番号順に記している．第２表は，それを整理したものである．貨幣単位の
ターラーは T，グロッシェンは G，プフェニヒは Pと略記した．ある一連番号の箇所で，ある賦役の
後に，義務が「同」，何日云々と記載されている場合，両者の日数と償却地代額を合計して，掲げ
た．賦役の種類と数量，そして，償却地代合計額が同じである，複数の義務者は一括して示した．各
種賦役の中で，「大鎌刈り取り」は，ある場合には「パン穀物刈り取り」と，ある場合には「刈り取
り」と列記されている．そのために，「パン穀物刈り取り」は「刈り取り」と同じと見なした．ま
た，賦役（Frohntag）と御館賦役（Hoftag）とは同一と見なした．償却地代の各人合計額は，賦役が
１種類だけの場合でも，（計）とした．本協定第５条と第６条は，協定が承認された後に，償却地代
が委託地代銀行に委託される，と規定していた．多くの義務者の償却地代は全額が同銀行に委託され
えた．しかし，地代の大部分は同銀行に委託されるけれども，残りの端数（１－３P）だけは委託さ
れえない義務者も，少なくなかった．この端数の２５倍額は領主に直接支払われるべきであった．本表
は各義務者の地代銀行委託額と端数を記さない．村名，義務者氏名と不動産の種類・登録番号も省略
した．なお，４０−４１ページは本協定第４条の最初の４ページを示している．
第２表 義務者各人の賦役とその償却地代額
１－１２，１４－１７，１９，５３，６０，２４１．賦役（１）４日９G，１／２巻の紡糸２G．（各計）１１G.
１３．大鎌刈り取り２日６G，１／２巻の紡糸２G，掻き寄せ４日１０G．（計）１８G.
１８．御館賦役１日と紡糸．（計）６G.
２０－２２．大鎌刈り取り２日６G，掻き寄せ３日７G６P，１／２巻の紡糸２G．（各計）１５G６P.
２３．大鎌刈り取り３日９G，掻き寄せ９日２１G３P，１巻の紡糸４G．（計）１T１０G３P.
２４，２３７．大鎌刈り取り２日６G，刈り取り（２）１日２G３P，掻き寄せ４日１０G，１尋の割木作り５G，
１巻の紡糸４G．（各計）１T３G３P.
２５．大鎌刈り取り４日１２G，掻き寄せ８日１９G，１尋の割木作り５G，１巻の紡糸４G．（計）１T１６G.
２６，２３８．刈り取り（３）１日２G３P，大鎌刈り取り３日９G，掻き寄せ４日１０G，１尋の割木作り５G，
１巻の紡糸４G．（各計）１T６G３P.
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２７．大鎌刈り取り３日９G，刈り取り３日と結束１日１０G，１尋の割木作り５G，掻き寄せ２日４G６
P，１巻の紡糸４G．（計）１T８G６P.
２８．大鎌刈り取り３日９G，掻き寄せと肥料荷役４日１０G，結束とパン穀物刈り取り３日６G９P，１
尋の割木作り５G，２ショックの柴裁断６G，１巻の紡糸４G．（計）１T１６G９P.
２９，４３，５１－５２，５４，５８，２４０．大鎌刈り取り２日６G，掻き寄せ２日５G，１／２巻の紡糸２G．（各計）１３G.
３０．大鎌刈り取り３日９G，掻き寄せ７日１１G９P，１尋の割木作り５G，１ショックの柴裁断３G．
（計）１T９G９P.
３１．大鎌刈り取り３日９G，掻き寄せ４日１０G，掻き寄せ３日と刈り取り１日９G，１尋の割木作り
５G，１巻の紡糸４G，１ショックの柴裁断３G．（計）１T１６G.
３２．掻き寄せ４日１０G，掻き寄せと刈り取り４日９G，大鎌刈り取り３日９G，１ショックの柴裁断
３G，１尋の割木作り５G，１巻の紡糸４G．（計）１T１６G.
３３．大鎌刈り取り４日１２G，掻き寄せ８日１９G，１尋の割木作り５G，１ショックの柴裁断３G，１巻
の紡糸４G．（計）１T１９G.
３４，４４．大鎌刈り取り２日６G，掻き寄せ２日５G，１巻の紡糸４G．（各計）１５G.
３５．大鎌刈り取り３日９G，掻き寄せ４日１０G，刈り取り・結束・肥料散布４日９G，１尋の割木作
り５G，１巻の紡糸４G．（計）１T１３G.
３６．大鎌刈り取り３日９G，掻き寄せ４日１０G，掻き寄せ４日と刈り取り１日１１G３P，１巻の紡糸４
G．（計）１T１０G３P.
３７．大鎌刈り取り５日１５G，掻き寄せ７日１７G６P，１尋の割木作り５G，１巻の紡糸４G．（計）１T
１７G６P.
３８．大鎌刈り取り２日６G，掻き寄せ４日１０G，刈り取り２日４G６P，１尋の割木作り５G，１巻の
紡糸４G．（計）１T５G６P.
３９．大鎌刈り取り３日９G，刈り取り２日４G６P，掻き寄せ４日１０G，１尋の割木作り５G，１巻の
紡糸４G．（計）１T８G６P.
４０．大鎌刈り取り４日１２G，掻き寄せ４日１０G，１巻の紡糸４G，１尋の割木作り５G．（計）１T７G.
４１．１巻の紡糸４G，１尋の割木作り５G，大鎌刈り取り２日６G，掻き寄せと刈り取り４日１０G，結
束１日２G３P．（計）１T３G３P.
４２．大鎌刈り取り１日３G，刈り取り２日４G６P，掻き寄せ４日１０G，結束１日２G３P，１尋の割木
作り５G，１巻の紡糸４G．（計）１T４G９P.
４５．Pensendienstと紡糸．（計）１２G.
４６．掻き寄せ４日１０G，刈り取り４日９G，１尋の割木作り５G．（計）１T.
４７．掻き寄せ７日．（計）１６G９P.
４８．大鎌刈り取り１日３G，掻き寄せ１日２G６P，１巻の紡糸４G．（計）９G６P.
４９．掻き寄せ３日７G６P，１巻の紡糸４G．（計）１１G６P.
５０，５５，５９．大鎌刈り取り１日３G，掻き寄せ２日５G，１／２巻の紡糸２G．（各計）１０G.
５６．大鎌刈り取り３日．（計）９G.
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５７．掻き寄せ６日１４G６P，１／２巻の紡糸２G．（計）１６G６P.
６１．すべての御館賦役．（計）２T.
６２．大鎌刈り取り１日３G，掻き寄せ３日７G６P，刈り取り２日４G９P，結束１日２G３P，１巻の
紡糸４G．（計）２１G６P.
６３．大鎌刈り取り２日６G，掻き寄せ３日７G６P，１／２巻の紡糸２G．（計）１５G６P.
６４．第１条に記された，すべての御館賦役．（計）１６T.
６５－６９．大鎌刈り取り２日６G，掻き寄せ２日５G，紡糸６G．（各計）１７G.
７０－７５，７９－８３，８６－８７，８９，９２，９４，９７，１２４－１２５，１３２－１３４，１３７．賦役３日と紡糸．（各計）１５G.
７６－７８，８４－８５，８８，９０－９１，９３，９５－９６，９８－１２３，１２６－１３１，１３５－１３６．賦役３日と紡糸．（各計）１６G.
１３８－１５５．賦役（あるいは御館賦役（４））６日と紡糸．（各計）２１G.
１５６－１９２．賦役・紡糸・薪作り（５）．（各計）１９G.
１９３－１９６，１９８－２０３，２０６－２０８，２１０－２３０．大鎌刈り取り２日６G，掻き寄せ２日４G，１／２巻の紡糸１
G６P．（各計）１１G６P.
１９７，２０９．大鎌刈り取り２日６G，掻き寄せ３日６G，１／２巻の紡糸１G６P．（各計）１３G６P.
２０４．大鎌刈り取り３日９G，掻き寄せ４日８G，１／２巻の紡糸１G６P．（計）１８G６P.
２０５．大鎌刈り取り４日１２G，掻き寄せ６日１２G，１／２巻の紡糸１G６P．（計）１T１G６P.
２３１．（ａ）園地から：大鎌刈り取り１日３G，刈り取りと掻き寄せ各１日５G，１尋の割木作り５
G，１巻の紡糸４G，連畜賦役４日１T６G．（計）１T２３G．（ｂ）「踊る土地」から：大鎌刈り取り１
日３G，１尋の割木作り５G．（計）８G．［合計２T７G］
２３２．刈り取りと掻き寄せ各１日５G，２ショックの柴細断６G，１巻の紡糸４G，連畜賦役８日２T
１２G．（計）３T３G.
２３３．大鎌刈り取り２日６G，刈り取りと掻き寄せ２日５G，１尋の割木作り５G，１巻の紡糸４G，
１ショックの柴細断３G，連畜賦役８日２T１２G．（計）３T１１G.
２３４．大鎌刈り取り１日３G，刈り取りと掻き寄せ２日５G，１尋の割木作り５G，２ショックの柴細
断６G，１巻の紡糸４G，連畜賦役８日２T１２G．（計）３T１１G.
２３５．大鎌刈り取り１日３G，パン穀物刈り取り２日と掻き寄せ１日７G６P，１尋の割木作り５G，
２ショックの柴細断６G，１巻の紡糸４G，連畜賦役８日２T１２G．（計）３T１３G６P.
２３６．大鎌刈り取り１日３G，刈り取り１日２G６P，１尋の割木作り５G，１巻の紡糸４G，連畜賦役
８日２T１２G．（計）３T２G６P.
２３９．大鎌刈り取り３日９G，掻き寄せ４日１０G，刈り取り１日２G３P，１尋の割木作り５G，１／２
ショックの柴細断１G６P，１巻の紡糸４G．（計）１T７G９P.
（注１）５３，２４１では御館賦役，他では賦役である．
（注２）２４の「刈り取り」はパン穀物刈り取りとなっている．
（注３）２６の「刈り取り」はパン穀物刈り取りとなっている．
（注４）そのうち１３８－１３９，１４４－１４７では御館賦役である．
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  特別委員会による字句の修正
ザイデルの翻刻に示されたように，この協定は１８３９年６月２１日に作成された．そして，この協定の
字句の修正，確認，署名の作業が特別委員会によって翌日から幾度も行なわれた．多くの論点を含
む，１８４０年３月１０日の記録のみを以下に紹介する．
１８３９年１１月２０日と１８４０年１月３１日のお上の指令に従って，・・・von Wallwitz伯爵（リンバッハ）と
同地［リンバッハ］，ケーテンスドルフおよびケンドラーの小屋住農との間で結ばれた賦役償却契
約，および，それに関して起草された協定について，ここにある記録を用いて，以下が補遺として記
入される．第５条と第３条に述べられた賦役関係と評価額は，協定中の関係者の順序およびその後の
いくつかの契約の額と一致しないので，お上の命令によって以下の訂正がなされるべきである．
（ａ）第１条８行目の「５－１９に挙げられた，リンバッハの村［有地］小屋住農」は「１－１２，１４－
１７，１９，５３，６０と２４１に挙げられた賦役義務者」とすべきである．すなわち，１３と５８に，また，
５３，６０と２４１に挙げられた義務者の給付は，第４条から明らかなように，１－１２，１４－１７と１９に挙
げられた，リンバッハの村［有地］小屋住農の給付と同じではない．
（ｂ）第１条１１行目の「２０－６３」はお上の命令によって「１３，１８，２０－５２，５４－５９，６１－６３」とすべき
である．すなわち，５３と６０に挙げられた義務者は，村［有地］小屋住農と同じように第４条に従っ
て，賦役４日と１／２巻の紡糸を果たさねばならない．それに対して，１８と６１に挙げられた義務者
は，賦役を，前者は紡糸も，果たさねばならない．［しかし，］両者は第４条によって，ひっくるめ
て調停された．したがって，彼らの賦役の細目が第４条に見出されるべきではない．
（ｃ）第１条１６行目の語句「結束」の後に語句“Panse”が挿入されるべきである．義務者の一人は Panse
賦役も果たさねばならないからである．
（ｄ）第１条下から１４行目の「大鎌刈り取り２日と掻き寄せ２日」は単に「大鎌刈り取りと掻き寄せ」
とすべきである．すなわち，１９３－２３０の群に挙げられた村［有地］小屋住農の中の数人は，第４条
によって大鎌刈り取りと掻き寄せを各２日よりも多く果たすのである．
（ｅ）第１条下から１３行目の「２４１」は「２４０」であるべきである．すなわち，（ａ）で述べられたよう
に，２４１に挙げられた家屋は，賦役４日と紡糸を果たす家屋の一つである．
（ｆ）第３条４行目の「１－１９に挙げられた，リンバッハの村［有地］小屋住農」は「１－１２，１４－
１７，１９，５３，６０，２４１に挙げられた賦役義務者」とすべきである．これは，（ａ）で命令されたこと
と一致する．
（ｇ）第３条１２行目の「２０－６３」は「１３，２０－５２，５４－６０，６２，６３」とすべきである．すなわち，１３に
挙げられた義務者は，村［有地］小屋住農と同じように，賦役を単に４日ではなく，６日果たさね
ばならず，したがって，後者ではなく，その他の小屋住農とまとめられるべきである．それに対し
て，５３に挙げられた義務者は，その賦役の量において村［有地］小屋住農に相応する．
（ｈ）６１に挙げられた義務者は，１８に挙げられた者と同じように，総額について協定したので，第３条
（注５）賦役の原語は die Frohntageおよび die Frohndiensteである．前者と同じく後者も複数日の賦役と考えられる．ま
た，Spinnen undとのみ記されている１７１では，Holzmachenの文字が脱落したのであろう．
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で述べられている，これこれの賦役にこれこれを支払うと誓約した者に相応しない．
（ｉ）第３条２４行目の「２４１」は「２４０」とすべきである．
（ｋ）第３条下から２５行目の語句「２グロッシェン６プフェニヒ」の後に語句「掻き寄せ１日につい
て」，また，「掻き寄せ１日と刈り取り１日について２グロッシェン３プフェニヒ」を置くべきであ
る．すなわち，掻き寄せと刈り取りはその量と大鎌刈り取りの量との比率によって２グロッシェン
６プフェニヒあるいは２グロッシェン３プフェニヒと計算されている．
（ｌ）冒頭で，８８の火災［保険］台帳番号が誤って５４と記されているが，５６とされるべきである．
（ｍ）第４条２０４の火災［保険］台帳番号が誤って２５と記されているが，２６に訂正されるべきである．
リンバッハ，ケーテンスドルフとケンドラーの協定に関する，これらの訂正記録について，全国委
員会の命令によって，事後的に認証された写本が作成された．
リンバッハにて１９４０年３月１０日
［法律関係特別］委員 Julius Volkmann博士
  全国委員会による承認
本償却協定の最後に，償却全国委員会による字句の訂正と協定の承認が記録されている．
ここにある，１８３９年６月２１日の協定の承認に先立って，そこに認められた，いくつかの誤記，その
他の欠陥の訂正が必要であった．このために，協定に対するこの補遺が，特別委員会の文書に基づい
て，王国償却・共同地分割全国委員会において作成された．
  協定冒頭の一連番号１１３は J. Benjamin W.でなく，J. Bernhardt W.とすべきである．
 同所一連番号２１４の姓は Tennerでなく，Tannerとすべきである．
 同所一連番号２１５の名 Gottliebは Gottfriedに訂正されるべきである．
 同所一連番号２２４は Johann Georg Scheibeでなく，未亡人 Johanne Sophie Scheibeとすべきである．
 第１条冒頭２行目の数字１４１は２４１に取り替えられるべきである［ザイデルの翻刻ですでに訂正さ
れている］．この条の内容が示すように，［一方の契約当事者］騎士領リンバッハに対して，他方の
契約当事者すべてが賦役給付の義務を負っていたからである．
 第３条で，ケンドラーの義務者が果たすべき賦役の評価額を挙げる際に，パン穀物刈り取り１日
に対する２グロッシェン６プフェニヒの評価額も挙げられるべきである．一連番号２３５に記され
た，ケンドラーの J. A. Ittnerは，第４条によってパン穀物刈り取り２日を果たすべきであるからで
ある．
 第４条では，一連番号５２の Gottliebは Gottlobとすべきであり，「大鎌刈り取り」の文言の前に数
字「２［日］」が挿入されるべきである．ここで言及された J. Gottlob Sohreは，大鎌刈り取り２日
の義務を実際に負っていたからである．
 同所一連番号５６の名 Gottliebは，正しい Gottlobに取り替えられるべきである．
	 それに続く番号１１３では，すでに で述べられたように，J. Benjamin W.は J. Bernhard W.に替えら
れるべきである．

 同条一連番号１３８の D. V. Dienegottは D. V. Dietrichとされるべきである．
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  一連番号１９６では未亡人 Lindnerの語句を省くべきである．
 同条の一連番号２０５，２３４と２３５で「家屋」と記載されている土地は，協定の他の部分と一致させ
て，「園地」と記されるべきである．
 認証された協定写本に付けられた，１８４０年２月２８日の記録において，「第３条２４行目」の語句の
後に，「末尾から」の語句が挿入されるべきである．
我々，王国償却・共同地分割全国委員会の主任と参事官はここに以下を証明する．騎士領リンバッ
ハの所有者，G. F. von Wallwitz伯爵とリンバッハ，ケーテンスドルフおよびケンドラーのいくらかの
住民，Carl Tippmannおよび同僚との間で，前年の６月２１日，２２日，２５日，２６日，７月３日，２２日，
１０月７日，８日，９日，１０日，１２日，１４日，３０日，１１月１日，今月１０日に作成され，ここにある原本
に含まれる償却協定を，それに本日付加された補遺とともに，我々が承認したことを．我々に提出さ
れた２部の中の１部は，我々の文書館に取って置かれる．云々
ドレースデンにて１８４０年３月２８日
ザクセン王国償却・共同地分割全国委員会
Julius Gottlob Nostitz und Jänckendorf (1). . .
以上から，ザイデルの翻刻に欠けているものは，大まかに言えば，序文に関して賦役義務者全員
の姓名と，その所有する不動産，第４条において義務者各人の賦役の明細とその償却地代額，特
別委員会による字句の訂正と関係者の署名，全国委員会による文言の修正と協定の承認（１８４０年３
月２８日）である．について，ザイデルは義務者の合計を住民２４１人とし，その地区別内訳を示して
いるだけである．に関しては，ザイデルは義務者を群別にまとめ，賦役の種類毎の償却地代額を記
したが，義務者各人の償却地代の合計額を明示せず，本協定における償却地代額の合計も計算してい
ない．さらに，とをザイデルは無視している．すべての償却協定は全国委員会の承認を得て初め
て発効する，と３２年償却法が規定していたにも拘わらずである．ただし，との語句修正のうち重
要なものは全国委員会文書の本文で，そして，ザイデルの翻刻でも，すでに訂正されている．
に関連して，本償却協定の序文も，ザイデルと同じように，義務者総数を住民２４１人と記してい
る．本節を検討してみると，１個の義務的不動産が複数の人によって所有される場合（一連番号
１３）があり，１人が複数の義務的不動産を所有する場合（一連番号の８１と８２，２３１と２３２，２３７と２３８）
もあった．したがって，本協定の一連番号のそれぞれは１人の義務者ではなく，１個の義務的不動産
を示し，最後の番号２４１は，本協定における義務的不動産の総個数を示す．義務者の実数は上記から
２３９人となるはずである．なお，同一地区の同姓同名者である［５０］と［６０］，［７１］と［１３２］，およ
び，［７７］と［１２３］が同一人であるならば，義務者の実数はさらに３人減少する．
（注１）全国委員会の初代主任として von Hartmannが１８３２年に任命された．Teuthorn １９０４，S．５１．上訴院顧問官であっ
た Karl Gottlieb von Hartmannは，１８３２年から３６年まで全国委員会主任であった．彼は１８６９年に没した．Groß１９６８，
S．２４３．彼の後任として１８３６年に全国委員会主任となったのが，Julius Gottlob von Nostitz und Jänckendorfである．
Teuthorn １９０４，S．５１．彼は１８３７－３９年にも全国委員会の主任であった．SHB１８３７，S．３５８；SHB１８３９，S．２６２．
４５騎士領リンバッハ（西ザクセン）における領主制地代の償却（２）
－４５－
  償却地代額の合計
本償却協定は，さまざまな観点から分析されうるであろう．私はこの協定における償却地代の賦役
種類別総額を問題にしたい（１）．
賦役種類別の，つまり，手賦役・連畜賦役別の，償却地代総額を算出するためには，すべての賦役
が手賦役と連畜賦役に区分されていなければならない．本協定に記載されている賦役の中で，その区
分が明確でないものとして，「賦役」と「御館賦役」がある．本節（２）はこれらの賦役を同一と見
なした．私はこの両者をさらに手賦役と想定する．両者の１日当たり評価額は，本協定第４条（本節
第２表参照）の各所に記載されている，各種の手賦役のそれと同じように小さいからである．また，
Pensendienst（あるいは Pansendienst）［４５］も，内容が不明である．私はそれも手賦役と推定する．
この賦役と紡糸を合計した評価額が，１２Gにすぎないからである．ただし，製粉水車［６４］の「御館
賦役」は，第１条によれば，水車による賦役（麦芽の粉砕と板の切り出し）と紡糸を含む．この中の
水車賦役は，手賦役と連畜賦役に区分されえない，特殊な賦役である．したがって，水車からの「御
館賦役」は，上に想定した手賦役から除外されねばならない．
これらの想定に基づいて，義務的不動産のそれぞれが負担していた賦役を，協定第４条の内容と照
合させてみると，負担する賦役の種類によって，義務的不動産は以下の３種に区分されうる．（Ａ）
手賦役のみを負担するもの（家屋のすべてと１園地［２０５］），（Ｂ）手賦役も連畜賦役も負担するもの
（７園地の中の６），（Ｃ）手賦役と水車賦役を負担する水車［６４］，である．なお，協定第１条に
は，一連番号［２３１－２４１］が一定の連畜賦役を果たす，と記されているけれども，第４条が具体的に
連畜賦役を記載しているのは，その中の６個［２３１－２３６］だけである．これら６個の不動産は園地で
あった．園地の中でも一連番号［２０５］は手賦役だけを給付した．
義務的不動産を上の A, B, Cに３区分して，償却地代額の種類別合計を計算するために，第２表か
ら作成されたものが，第３表である．第１項にそれぞれの義務的不動産の償却地代額を，小さい順に
配列した．［ ］の数字（第２項）は，第１項の償却地代額を負担する義務的不動産の一連番号であ
る．第３項，〈－個；−T−G−P〉の中の前の数字は，第２項の義務的不動産の合計個数を，後の数字
は償却地代額の個数分合計を示す．（Ｂ）については，手賦役と連畜賦役の償却地代額および両者の
合計額をそれぞれ表示した．なお，本表は，村内の地区を考慮することなく，村別に作成されてい
る．
第３表 義務的不動産の償却地代額の種類別・村別一覧
（Ａ）手賦役のみを負担
（ ）リンバッハ（１５４家屋）
６G．［１８］〈１個；６G〉
９G．［５６］〈１個；９G〉
９G６P．［４８］〈１個；９G６P〉
１０G．［５０，５５，５９］〈３個；１T６G〉
１１G．［１－１２，１４－１７，１９，５３，６０］〈１９個；８T１７G〉
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１１G６P．［４９］〈１個；１１G６P〉
１２G．［４５］〈１個；１２G〉
１３G．［２９，４３，５１－５２，５４，５８］〈６個；３T６G〉
１５G．［３４，４４，７０－７５，７９－８３，８６－８７，８９，９２，９４，９７，１２４－１２５，１３２－１３４，１３７］〈２５個；１５T１５G〉
１５G６P．［２０－２２，６３］〈４個；２T１４G〉
１６G．［７６－７８，８４－８５，８８，９０－９１，９３，９５－９６，９８－１２３，１２６－１３１，１３５－１３６］〈４５個；３０T〉
１６G６P．［５７］〈１個；１６G６P〉
１６G９P．［４７］〈１個；１６G９P〉
１７G．［６５－６９］〈５個；３T１３G〉
１８G．［１３］〈１個；１８G〉
２１G．［１３８－１５５］〈１８個；１５T１８G〉
２１G６P．［６２］〈１個；２１G６P〉
１T．［４６］〈１個；１T〉
１T３G３P．［２４，４１］〈２個；２T６G６P〉
１T４G９P．［４２］〈１個；１T４G９P〉
１T５G６P．［３８］〈１個；１T５G６P〉
１T６G３P．［２６］〈１個；１T６G３P〉
１T７G．［４０］〈１個；１T７G〉
１T８G６P．［２７，３９］〈２個；２T１７G〉
１T９G９P．［３０］〈１個；１T９G９P〉
１T１０G３P．［２３，３６］〈２個；２T２０G６P〉
１T１３G．［３５］〈１個；１T１３G〉
１T１６G．［２５，３１－３２］〈３個；５T〉
１T１６G９P．［２８］〈１個；１T１６G９P〉
１T１７G６P．［３７］〈１個；１T１７G６P〉
１T１９G．［３３］〈１個；１T１９G〉
２T．［６１］〈１個；２T〉
（ ）ケーテンスドルフ（７４家屋と１園地）
１３G６P．［１９３－２０３，２０６－２３０］〈３６個；２０T６G〉
１８G６P．［２０４］〈１個；１８G６P〉
１９G．［１５６－１９２］〈３７個；２９T７G〉
１T１G６P．［２０５］〈１個；１T１G６P〉
（ ）ケンドラー（５家屋）
１１G．［２４１］〈１個；１１G〉
１３G．［２４０］〈１個；１３G〉
１T３G３P．［２３７］〈１個；１T３G３P〉
４７騎士領リンバッハ（西ザクセン）における領主制地代の償却（２）
－４７－
１T６G３P．［２３８］〈１個；１T６G３P〉
１T７G９P．［２３９］〈１個；１T７G９P〉
（Ｂ）手賦役も連畜賦役も負担
（ ）ケンドラー（６園地）
（ａ）手賦役
１４G６P．［２３６］〈１個；１４G６P〉
１５G．［２３２］〈１個；１５G〉
２３G．［２３３－２３４］〈２個；１T２２G〉
１T１G．［２３１］〈１個；１T１G〉
１T１G６P．［２３５］〈１個；１T１G６P〉
（ｂ）連畜賦役
１T６G．［２３１］〈１個；１T６G〉
２T１２G．［２３２－２３６］〈５個；１２T１２G〉
（ｃ）手賦役と連畜賦役の合計［（ａ）＋（ｂ）］
２T７G．［２３１］〈１個；２T７G〉
３T２G６P．［２３６］〈１個；３T２G６P〉
３T３G．［２３２］〈１個；３T３G〉
３T１１G．［２３３－２３４］〈２個；６T２２G〉
３T１３G６P．［２３５］〈１個；３T１３G６P〉
（Ｃ）手賦役と水車賦役を負担
（）リンバッハ（１水車）
１６T．［６４］〈１個；１６T〉
第３表の数字を集計した，償却地代額の種類別・村別合計は第４表に示される．村名の次の（数
字）は義務的不動産の種類と合計個数を示し，各行最後の［数字］は，償却地代額を２５倍した償却一
時金の総額を示す．
第４表 償却地代額の種類別・村別合計
（Ａ）手賦役のみ（２３３家屋と１園地）
（）リンバッハ（１５４家屋） １１４T１７G３P［２，８６７T２３G３P］
（）ケーテンスドルフ（７４家屋と１園地） ５１T９G−P［１，２８４T９G−P］
（ ）ケンドラー（５家屋） ４T１７G３P［１１７T２３G３P］
（Ａ）合計 １７０T１９G６P［４，２７０T７G６P］
（Ｂ）手賦役も連畜賦役も
（ ）ケンドラー（６園地）
（ａ）手賦役 ５T６G−P［１３１T６G−P］
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（ｂ）連畜賦役 １３T１８G−P［３４３T１８G−P］
（Ｂ）合計 １９T−G−P［４７５T−G−P］
（Ｃ）水車の特殊な賦役（手賦役と水車賦役）
（ ）リンバッハ（１水車） １６T−G−P［４００T−G−P］
第４表の（Ａ）の合計と（Ｂ）（ａ）とを合わせて，手賦役総計とすると，償却地代額の種類別総計
は第５表のようになる．
第５表 償却地代額の種類別総計
手賦役（２３３家屋と７園地） １７６T１G６P［４，４０１T１３G６P］
連畜賦役（６園地） １３T１８G−P［３４３T１８G−P］
特殊な賦役（１水車） １６T−G−P［４００T−G−P］
賦役総計（２３３家屋，７園地と１水車） ２０５T１９G６P［５，１４５T７G６P］
厳密に言えば，手賦役の償却地代額総計は，第４表の（Ａ）合計と（Ｂ）（ａ）を合わせたものに，
同表（Ｃ）の中の手賦役の償却地代額を加算したものでなければならない．しかし，本協定第４条
は，製粉水車［６４］が賦課されていた，紡糸と水車賦役の償却地代額を分離せず，一括して示してい
る．そのために，第５表は（Ｃ）全体を水車の特殊な賦役の償却地代額として表示している．
第４表から村別の償却金額を集計したものが，第６表である．
第６表 償却金額の村別総計
（ ）リンバッハ
  手賦役のみ（１５４家屋） １１４T１７G３P［２，８６７T２３G３P］
 特殊な賦役（１水車） １６T−G−P［４００T−G−P］
（ ）合計（１５４家屋と１水車） １３０T１７G３P［３，２６７T２３G３P］
（ ）ケーテンスドルフ
  手賦役のみ（７４家屋と１園地） ５１T９G−P［１，２８４T９G−P］
（）ケンドラー
  手賦役のみ（５家屋） ４T１７G３P［１１７T２３G３P］
 手賦役も連畜賦役も（６園地）
（ａ）手賦役 ５T６G−P［１３１T６G−P］
（ｂ）連畜賦役 １３T１８G−P［３４３T１８G−P］
 合計 １９T−G−P［４７５T−G−P］
（）種類別合計 手賦役（５家屋と６園地） ９T２３G３P［２４９T５G３P］
連畜賦役（６園地） １３T１８G−P［３４３T１８G−P］
（）総計（５家屋と６園地） ２３T１７G３P［５９２T２３G３P］
４９騎士領リンバッハ（西ザクセン）における領主制地代の償却（２）
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３村総計（２３３家屋，７園地と１水車） ２０５T１９G６P［５，１４５T７G６P］
本協定が対象とした，３村のすべての種類の賦役の償却地代額の総計は，第５表と第６表の最下段
に示されているように，不動産２４１個（２３３家屋，７園地と１水車）から２０５T１９G６Pである．そし
て，その償却一時金額は５，１４５T７G６Pである．
（注１）この観点から見ると，本協定本文の後に書き記された，特別委員会による修正と全国委員会による補正，すなわ
ち，本節の とは，償却地代額を変更するものではなかった．
（追記）本節で検討した資料は，次のものである．Sächsisches Hauptstaatsarchiv, 10737, Generalkommission
für Ablösungen und Gemeinheitsteilungen, Nr. 1659, Fronablösungsrezeß vom 21. Junius 1839/28. März 1840
zwischen dem Rittergut Limbach bei Chemnitz und den Einwohnern in Limbach, Köthensdorf und Kändler.
松 尾 展 成５０
－５０－
Ablösungen der Grundlasten auf dem westsächsischen
Rittergut Limbach (2)
Nobushige Matsuo
(Ⅰ) Abschriften der Ablösungsrezessen von Paul Seydel (Vol. 37, No. 3)
(Ⅱ) Ablösungsrezeß Nr. 1659 der sächsischen Generalkommission für Ablösungen und Gemeinheitsteilungen
(1) Namen aller Frondienstpflichtigen und ihre Immobiliarvermögen
(2) Frondienste jedes Pflichtigen und seine Ablösungsrente
(3) Verbesserungen der Wörter von der Spezialkommission
(4) Bestätigung des Rezesses von der Generalkommission
(5) Gesamtsumme der Ablösungsrenten
５１騎士領リンバッハ（西ザクセン）における領主制地代の償却（２）
－５１－
